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◆市立大町山岳博物館は、月曜日と祝日の翌日が休館です。ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館となります。

◆開館時間は、午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）です。

◆毎月第３日曜日の「家庭の日」とその前日の土曜日は、「大町市民無料開放デー（長野県民割引）」として、大町市民の方は

観覧料が無料です。また、この日は長野県民の方も団体割引料金で観覧いただけます。今季の該当日は４月 16・17 日、

５月 14・15 日、６月 18・19 日です。この機会にぜひご来館ください。
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常設展・企画展・関連イベント 講座・観察会・展示会など

3か月ごとに学芸員等による調査研究の成果「山の科学・研究トピックス」が
展示されます。地元に根差した調査研究の成果が主体ですので、新たな地域発見
につながるのではないでしょうか。
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さんぱく研究最前線
― 北アルプスの自然と人 ―

２　階
ホール

■付属園まつり
　5月1日（日）～ 5月５日（木・祝） 

　◆付属園クイズラリー（全日9：00 ～ 16：00）

　◆ライチョウガイド（全日9：00 ～ 16：00）

　◆動植物観察ツアー
　　（5月2日(月）・４日(水)11：00 ～、14：30 ～ )

　◆おおまぴょんと遊ぼう
　　（5月4日（水）11：30 ～、15：00 ～）

　◆動物写真展（開館時間中）　
　※参加無料・申込み不要

■大町自然探検隊（年８回）
　日時・会場：当館公式ＨＰにてご確認ください

　対象：どなたでも

　※参加無料・要事前申込み

■雪形ウォッチング
　北アルプス雪形まつり実行委員会主催

　日時：５月15日（日）、５月29日（日）

　　　　各日6：30 ～ 13：00

　内容：白馬村～安曇野市から見える雪形をバスで見学

　　　　します

　対象：どなたでも

　参加費：高校生以上500円

　※要事前申込み　TEL：0261-22-0190

■初心者のための野鳥撮影講座
　日時：5月21日（土）、６月４日（土）

　　　　9：00 ～ 11：00

　会場：高瀬川沿いの堤防

　対象：どなたでも（定員各10名）

　※参加無料・要事前申込み　　※要カメラ持参

■自然ふれあい講座
　「みんなで温暖化ウォッチ～セミの抜け殻を探せ！～」
　長野県環境保全研究所・山岳博物館共催事業

　日時：8月3日（水）　10：00 ～正午

　会場：大町公園・市立大町山岳博物館周辺

　対象：小学生とその保護者（定員20名）

　※参加無料・要事前申込み TEL：026-239-1031

■山のサイエンスカフェ inさんぱく2023
　協力：大町山岳博物館友の会

　日程：3月5日（日）・12日（日）

　時間：各回13：30 ～ 16：00

　会場：市立大町山岳博物館　講堂

　対象：大人（定員各回30名）

　※参加無料・要事前申込み

7月23日（土）～ 10月16日（日）

■ミュージアムガイド
　8月13日（土）、9月10日（土）
　時間：1回目10：30 ～、2回目14：30 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

■「仁科三湖の成り立ち」地学見学会
　9月4日（日）　　時間：9：00 ～ 16：00
　会場：仁科三湖周辺
　対象：高校生以上（定員15名）
　※参加費１組５００円・要事前申込み

■さんぱくゼミナール「青木湖が記録した気候変動」
　9月17日（土）　　時間：13：30 ～ 15：30
　会場：当館講堂
　対象：どなたでも（定員40名）
　※参加無料・要事前申込み

■親子地学教室「河原の石ころを見に行こう」
　9月25日（日）　　時間：9：00 ～ 11：30
　会場：篭川の河原
　対象：小学生とその保護者（定員20名）
　※参加費１組５００円・要事前申込み

企画展「仁科三湖の成り立ち」

10月22日（土）～ 12月25日（日）

■講演会「山書の魅力」
　10月23日（日）　　時間：13：30 ～ 15：00
　会場：当館講堂
　対象：どなたでも（定員40名）
　※参加無料・要事前申込み

■ミュージアムガイド
　11月6日（日）、12月4日（日）
　時間：1回目10：30 ～、2回目14：30 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

企画展「大きな水がめとしての北アルプス、
　　　　そして水のまち大町」

■友の会総会記念講演会
　「高山のお花畑が教えてくれる生き物と生き物の繋がり」
　日時：4月24日（日）　13：00 ～ 15：00

　講師：石井　博　氏（富山大学理工学研究部教授）

　会場：市立大町山岳博物館　講堂

　対象：大人（定員30名）

　※参加無料・要事前申込み

年間スケジュールは変更となることがあります。今後発行される「山と博物館」「広報おおまち」「山岳博物館ホームページ」などをご覧ください。

4月23日（土）～ 7月18日（月）

■ミュージアムガイド
　4月24日（日）、5月14日（土）、6月18日（土）
　時間：1回目10：30 ～、2回目14：30 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

■さんぱくゼミナール
　5月15日（日）「水のまち大町を探る」
　6月19日（日）「民話の語りの会」
　時間：13:30 ～ 15:00　　会場：当館講堂
　対象：どなたでも（定員各回３０名）
　※参加無料・要事前申込み

企画展「山書の世界」

1月4日（水）～ 3月31日（金）

■ミュージアムガイド
　2月19日（日）、3月19日（日）
　時間：14：00 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

常設展「山と美術」

１月
（14・15）

２月
（18・19）

３月
（18・19）

　コロナ禍の生活を余儀なくされ、翻弄されてきたこの2

年間。一方で新型コロナ感染症が収束したら、今まででき

なかったこんなことに挑戦してみたい、あんなことを始め

てみたいと夢を膨らませている方もいることでしょう。こ

うした世界的な災禍の中、追い打ちをかけるように世界を

巻き込んだ戦火が勃発し、前途は暗澹とし、明るい展望が

描きづらくなっています。しかしこうした未曽有の時代を

駆け抜けているこうした時こそ、あらためて自由な行動や

表現が制限される世界とはどのようなものなのか、いまの

暮らしは先人によってどの様な苦労の末に築きあげてきた

ものか、更には平和や平穏を持続することがいかに困難を

伴うものであるか、歴史を振り返り想像する機会にしたい

と思います。

　そんな中、岳都大町にうれしいニュースが飛び込んでき

ました。大町市の本通りに、長野県・富山県・岐阜県の三

県にまたがる三俣蓮華岳の北東にある「三俣山荘」（伊藤

圭オーナー）が、登山文化の発展、街の活性化のために「三

俣山荘図書室」を開設し、登山愛好者の憩いの場となって

います。三俣山荘の初代オーナーであった伊藤正一さんが

記録した写真や使用したカメラも展示され、併せてミニシ

アターや喫茶も楽しめなど、北アルプス登山の歴史や情報

などを得られる場所として、山岳博物館とともに情報発信

の拠点となればと願っております。

　現在、コロナ禍の中にあって、山小屋の経営は厳しい状

況になっているのは、新聞報道等でご承知のことと思いま

す。北アルプスの登山文化の発展のためにこれまで大変な

努力を重ねてこられた山小屋の皆さんに敬意を表しつつ、

今後は更に連携を図り、北アルプスの魅力を一緒になって

情報発信をし、自然の美しさ、大切さ、そこに育った登山

文化や歴史などとともに、様々な課題や未来について、市

民の皆さまを始め全国にそして世界に向けて、お伝えして

いけたらと考えています。　（市立大町山岳博物館副館長）

大
町
商
店
街
に
三
俣
山
荘
図
書
館
が
完
成

山小屋と連携し、北アルプスの魅力を発信
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さんぱく研究最前線

福島第一原発から12km地点での3.11津波を、
堆積物から復元する

　2011年3月11日に東北地方太平洋

沖で発生したマグニチュード9.0の地

震により、東北沿岸に巨大津波が襲来し

た（以降、「3.11津波」とする：図1）。

この地震と津波により、福島第一原子力

発電所（以降、「福島第一原発」とする）

では破局的な事故が発生し、原発から半

径20 km圏は立ち入り禁止となった。

このため、原発の周辺地域での3.11津

波被害の実体は不明であった。

　その後、南相馬市の沿岸部などの一部で立ち入り

が可能となったため、信州大学の研究として現地調

査を行なった。残されていた津波堆積物（津波に

よって運ばれた土砂）の調査結果にも

とづいて、3.11津波がどのように襲来

したのか挙動を復元した。発生から11

年を経ても終息の目途が立たない原発

事故の被災地で、3月11日に何が起き

ていたのかを紹介する。

南相馬市での3.11津波の状況
　南相馬市は福島県北部の沿岸に位置

する。南相馬市小高区の井田川は福島

第一原発から約12 km北に位置する小

規模な海岸低地である。井田川低地の

地形は、海側から砂州と防潮堤、旧ラ

グーン（砂州で外洋から隔てられた浅い内湾）、

三角州からなる（図3）。旧ラグーンは、明治～

昭和初期にかけて干拓されたゼロメートル地帯

であり、大半は水田として利用されていた。干

拓地内には、排水路と、人工堤防で仕切られた

宮田川が流下し、太平洋に注ぐ。

　3.11津波は、海岸では防潮堤を乗り越え、宮

田川では堤防から越流し、3.2 km内陸まで到達

した。津波の浸水深は砂丘では12 mに達し（図

2左）、旧ラグーンでは４～６m程度であった。

津波により全壊した家屋は、砂丘と宮田川沿い

の集落に集中した。

津波堆積物の性状と3.11津波の挙動
　3.11津波の堆積物の厚さは約20 cmで（図

2右）、下位からユニット1 ～ 3に区分される。

これらの地下での分布を示すために、地形断面

に対して鉛直地下方向の深度を1：35に誇張

した地質断面図を作成した（図4）。

　ユニット1は更に、ユニット1A ～１Cに細分さ

れる。ユニット1Bと1Cには、内陸側に向かう遡上

流の流向の痕跡が残されている（図4）。ユニット

1Aは排水路沿いに狭長に分布し、淘汰良好な砂か

らなる。津波の初期に旧ラグーン内の排水路から侵

入した遡上流が、ユニット1Aを堆積させた（図5 

❶）。ユニット1Bは砂丘と宮田川沿いに分布し、盛

土を起源とする礫～岩塊が多量に混じる。宮田川の

堤防と防潮堤を越流した遡上流が、激しい侵食と大

きい流体力により集落を壊滅させて、ユニット1B

を堆積させた（図5 ❷）。ユニット1Cは津波遡上

範囲のほぼ全域に分布し、淘汰のよい砂を主とする。

津波が内陸まで広がった段階で、遡上流により形成

された（図5 ❸）。

　これに対して、ユニット2は植物片が混じる泥質

の砂を主とし、海側への流向を示す痕跡があること

から、戻り流れによる堆積物である。戻り流れはお

もに宮田川沿いに排水された（図5❹）。ユニット

3は泥からなり、津波後の地盤沈下に伴う冠水期間

における沈積堆積物である（図5❺）。

　以上により、福島第一原発の近傍における3.11

津波の挙動を、津波堆積物から解明した。また、津

波の浸水深が４～６m以上でかつ礫を多量に含む

流れ（ユニット1B）の範囲では、木造家屋が全壊

することを明らかにした。       （専門員　太田勝一）

たい   せき   ぶつ

図2　左図：3月11日の南相馬市小高区での津波襲来時の写真
　　　右図：井田川低地の調査ピットにおける津波堆積物の状況

図3　井田川低地での地形区分、津波遡上範囲、家屋被害と津波堆積物の分布

図１　調査地概要図

図4　井田川低地の地質断面図　（地形標高：地下深度 ＝ 1：35）

図5　津波堆積物の成り立ちから復元した3.11津波の挙動
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図2　左図：3月11日の南相馬市小高区での津波襲来時の写真
　　　右図：井田川低地の調査ピットにおける津波堆積物の状況

図3　井田川低地での地形区分、津波遡上範囲、家屋被害と津波堆積物の分布

図１　調査地概要図

図4　井田川低地の地質断面図　（地形標高：地下深度 ＝ 1：35）

図5　津波堆積物の成り立ちから復元した3.11津波の挙動
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す。堰を中心市街地へ引き込む要所には、若一王

子神社が鎮座しており、その前身は水の分配をつ

かさどる水分神とも考えられていることから、大

町における水

と人々のかか

わりの歴史が

わかります。

現在でも、土

蔵のすぐ脇を

堰が流れ、男

清水・女清水

に は 多 く の

人々が訪れて

います。

みずのわプロジェクト
　大町市は、令和 2（2020）年 7 月に「SDGs

未来都市」に選定されました。そして、大町市

SDGs 未来都市計画『SDGs 共創パートナーシッ

プにより育む「水が生まれる信濃おおまち」サス

テナブル・タウン構想』に基づき、サントリー、

ＪＴＢ、八十二銀行などとともに「みずのわプロ

ジェクト」を遂行しています。企画展では、本プ

ロジェクトの概要を紹介するとともに、大町市に

「サントリー天然水 北アルプス信濃の森工場」を

有するサントリーの水に関する様々な活動を紹介

します。さらに、大町の水を体験する旅行商品を

開発しているＪＴＢの取り組みを紹介するととも

に、カヌーのＶＲ体験ができる展示も企画してい

ます。　　　　　　　　　　 （館長　鈴木　啓助）

水のまち大町
　槍ヶ岳から北流し南転する高瀬川、針ノ木大雪渓を水源とする篭川、カクネ里氷河を源のひとつとする

鹿島川、仁科三湖から流れ下る農具川、そして市街地や田畑が広がる平坦部には堰と呼ばれる人工の水路

が縦横に巡り、それらは人々の営みを支えています。大町市はまさに「水のまち」です。居谷里湿原や唐

花見湿原がある東山も重要な水源のひとつですが、大町市に豊富な水をもたらす大きな水がめは、北アル

プスです。

水がめとしての北アルプス
　日本は偏西風帯に位置しているので、天気の移

り変わりを支配する高気圧や低気圧は、一般に西

から東へと移動していきます。特に寒候期には、

チベット・ヒマラヤ山塊の南北に分かれていた亜

熱帯ジェット気流が、日本の上空で合流するため、

強い西風が吹くことになります。これらの西から

の擾乱の移動に対して、南北に連なる北アルプス

は障壁の役割を果たしています。典型的な冬型で

ある西高東低の気圧配置の際には、シベリア大陸

から吹き出した寒冷で乾燥した気塊が、暖流であ

る対馬海流が北上する日本海に達すると、海面か

ら豊富な熱と水蒸気の供給を受け、積雲が次々と

発生します。成長した積雲は、北西側から北アル

プスに衝突するので、北アルプスの西側に大量の

降雪があります。しかし、強い西風のために雪は

吹き飛ばされ、北アルプスの東側斜面にどんどん

吹き溜まることになります。急な斜面の雪は雪崩

れて谷底に堆積していくことになります。そのた

めに、北アルプスの東側斜面には多くの雪渓や氷

河が分布することになるのです。大町市内でも、

鹿島槍ヶ岳から五龍岳への稜線の東側に形成され

ているカクネ里氷河や、針ノ木岳から赤沢岳への

稜線の東側に位置する針ノ木大雪渓などがありま

す。槍ヶ岳から野口五郎岳、烏帽子岳にかけての

稜線の東側である高瀬川上流域にも大量の積雪が

認められます。

　北アルプスには寒候期の雪のみならず暖候期の

雨も大量にもたらされます。北は白岳から南は槍ヶ

岳までの北アルプスの峰々を西端とする大町市は、

大きな水がめを背負っているのです。水は低きに

流れることから、高いところに水がめを有する地

理的立地が、大町市を「水のまち」たらしめる所

以なのです。

信濃おおまち  水の文化史 /「泉小太郎」伝説
　仁科三湖や居谷里湿原などを抱え、幾筋もの清

流が大地を潤す大町市。今回の企画展では、大町

市における水と人とのかかわりについて、過去か

ら現在へ向かう大きな流れをとらえ、各時代での

特徴的な事象と今日までの歴史・民俗の変遷をご

紹介します。また、大町市は古くからの民話が数

多く伝承される「民話の宝庫」です。その地理的

な条件から、市内の民話には山や水とかかわり深

いものが数多く残されています。その中から、水

にまつわる民話の代表格として「泉小太郎」伝説と、

その伝説ゆかりの地をご紹介します。

「大きな水がめとしての北アルプス、
 そして水のまち大町」のみどころ

企
画
展
特
集

魚が生きる大町
　わが国最長の信濃川の源流域のひとつである高

瀬川や仁科三湖は、多くの水生生物を育んでいま

す。大町市史によると、昭和 59（1984）年当時

で 32 種の魚類が確認されています。サケやサク

ラマス、アユなどは海から川をさかのぼる習性が

あり、八坂地区ではサケを採取した記録が残って

います。サクラマスは木崎湖や鹿島川、扇沢のあ

たりまで遡上してきたと言われています。木崎湖

に定住したサクラマスは、後にキザキマスと呼ば

れるようになりました。これらの魚は大町の人々

に多くの恵みをもたらしてくれました。しかし近

年では、魚たちの多様性も危ぶまれることになっ

ています。

開催期間　4月23日～7月18日

ミュージアムガイド
■期日：4月24日(日)、5月14日

(土)、6月18日(土)

■時間：各日とも

　１回目・午前10時30分～

　２回目・午後2時30分～

　※所要時間は20分程度、

　　午前午後とも同じ内容

■会場：当館　特別展示室

　※事前申し込み不要

　　通常の観覧料が必要です

さんぱくゼミナール
「水のまち大町を探る」
企画展各パートの担当者が

選りすぐりの話題を提供します

■期日：5月15日(日)

　　午後1時30分～3時

■会場：当館　講堂

　　参加費無料

■定員：先着30名

　 （4月5日より申し込み受付）

民話の語りの会
（大町民話の里づくりもんぺの会）

大町の水にまつわる民話を

臨場感たっぷりに語ります

■期日：6月19日(日)

　　午後1時30分～3時

■会場：当館　講堂

　　参加費無料

■定員：先着30名

　 （5月10日より申し込み受付）

関　連　催　し

水と人の営みが息づく
大町市中心市街地の町並み
　大町市内には自然の河川のみならず、人工の水

路である堰が縦横に張り巡らされています。平地

に水を引き込むまちづくりは、昔から計画的にな

され、その営みが現在の町並みにも息づいていま

みくまりのかみ 

じょうらん
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　当初、９月に予定されていました

が、新型コロナウイルス感染症拡大

防止のため、11月に延期しての開催

となりました。

　当日は、開催中の企画展「北アル

プス誕生とそこに息づく高山植物の

ものがたり」のなかから、高山植物

の生活史と花と生き物との関係につ

いてお話させていただきました。市

外からの参加者もあり、有意義な時

間を過ごしていただけたものと思わ

れます。

　当館では、講座や講演会などに職

員を派遣しておりますので、お気軽

にお問い合わせください。

シニア大学講座に学芸員を
派遣しました

令和3年11月12日（金）

付属園だより
付属園では、北アルプスなどに咲く高山植物の栽培展示をするとともに、調査研究を行っています。
ここでは、研究などで、わかった事柄についてご紹介いたします。

ミヤマクワガタ ― 高山帯の礫地に生える多年草。

Veronica schmidtiana senanensis

【花】　Flower

　花は茎の下の方から開花がはじまります。花糸と花柱は開花

後に伸びる傾向にあります（写真Ａ：同一の花で、左は午前 4

時ころの状態で、右は午前 7 時ころの状態）。一方、雌しべは開

花前に花内より突出する傾向にある（写真Ｂ）ことから、雌し

べのほうが先に熟している（雌性先熟）可能性があります。

　果実は蒴果と呼ばれ、平べったく熟すとがま口財布のように

上部が開いた状態となります。種子は風が蒴果のなかに吹き込

み対流することで外に飛び出るものと推測されます。種子は薄

く平べったく、長さが 1ｍｍよりも大きいです。

【果実】Fruit （Capsule） 【種子】Seed

【芽生え】Seeding

　葯はすべてにおいてではないです

が、裂ける直前に黄白色（【花】写真

Ａと上の写真は同じ花）からヒスイ

色へと変化することが多いです。　

　なぜこのようなことが起きるのか、

調べてみると面白いかもしれません。

　子葉は狭い卵形。本葉は一対が対生に現われ（十字対生）、浅

い切れ込みがあります。根は垂直に伸びるとともに側根も枝分

かれをしながら伸びます。根毛は所々に生えています。

【ふしぎ発見！】Find out

博物館での見ごろ：4月下旬～ 5月上旬

文：千葉　悟志（市立大町山岳博物館）

　　白井　伸和（白山高山植物園）

花柱

花糸

子葉
本葉

葯

　山岳博物館は、昨年創立70周年を

迎え、文化会館におきまして式典並

びに記念講演会を開催し、250人も

の方々にご参列・聴講いただきまし

た。記念講演会では、昭和45年日本

山岳会エベレスト登山隊の同志であ

る、大町市出身でエベレスト国内初

登頂者の平林克敏氏（元日本山岳会

副会長）と神﨑忠男氏（元日本山岳

協会会長）による登頂51年目の対談

が行われました。

　山岳博物館には、当時のエベレス

ト登山隊が使用した酸素マスクや酸

素ボンベ、ピッケルやアイゼンなど

の装備、松浦輝夫氏が持ち帰ったエ

ベレストの石など展示されています

ので見学にお越しください。

70周年記念式典・講演会を
振り返って

令和3年11月28日（日）

　市内の小学校が博物館を活用して

授業を行う、学校と博物館との連携

授業。今回は、大町南小学校３年生

の皆さん（２クラス・39名）に、社

会科の授業「わたしたちのまち みん

なのまち～市の様子～」のため博物

館へ来ていただきました。

　３階床面に貼られた大町の地図を

見ながら、自分たちが暮らす長野県

や大町市の特徴について学び、３階

から一望に広がる大町市街を見なが

ら、市街地や田畑はどこにあるか、

そこに街が造られるようになった理

由はなぜなのかなど、郷土の土地利

用について学びました。

学校との連携授業～
大町南小学校3年生社会科授業

令和3年11月19日（金）

　17名の参加者とともに、安曇野市

の御宝田遊水池において、バード

ウォッチングイベントを開催しまし

た。開催日の朝は濃霧が立ち込めて

おり、あたり一面真っ白でしたが、

後半にかけて霧も晴れて、じっくり

と野鳥を観察することができまし

た。

　2時間の観察時間の間に、コハク

チョウをはじめとする多くのカモ類

のほか、タヒバリやキセキレイな

ど、計23種類の野鳥と出会うことが

できました。

　身近な環境にも様々な野鳥が生息

していることを感じていただく機会

となったと思います。双眼鏡と図鑑

があればできますので、ぜひ始めて

みてはいかがでしょうか？

御宝田遊水池でバードウォッチ
ングのイベントを開催しました

令和3年12月11日（土）

　旧大町スキー場付近には、立山な

どの北アルプスの火山が噴火した時

に飛んできた、火山灰の地層がたまっ

ています。それは、今から約 50 ～

７万年前のことです。

　この授業では、６年生の皆さん（2

クラス・32 名）を対象として、野外

での地層観察と、室内での火山灰観

察を行いました。野外観察では、地

層が広い範囲に続いていることと、

それぞれの地層に特徴があることを

学びました。室内観察では、火山灰

から、マグマの中で結晶した鉱物を

取り出して、自分で名前を決める面

白さを体験してもらいました。

東小学校へ講師の派遣を
行いました

令和3年11月19日（金）

　令和3年の12月から実施してい

た、館内エレベーターの改修工事が

完了しました。工事の完了とともに

皆様をお迎えできるよう準備を進め

ておりましたが、新型コロナウイル

スの感染拡大に伴う休館期間の延長

により、それが叶いませんでした。

　休館期間の再延長により、お客様

の利用はまだですが、再開した際

は、ぜひ新しいエレベーターをご利

用ください。

博物館のエレベーターの改修
工事が完了しました

令和4年1月15日（土）

　感染状況にあわせて、休館期間

の更なる延長が発生する可能性が

あります。当館公式ＨＰにて情報

を発信しておりますので、ご来館

の前にご確認いただきますようお

願いいたします。
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プス誕生とそこに息づく高山植物の

ものがたり」のなかから、高山植物

の生活史と花と生き物との関係につ

いてお話させていただきました。市

外からの参加者もあり、有意義な時

間を過ごしていただけたものと思わ

れます。

　当館では、講座や講演会などに職

員を派遣しておりますので、お気軽

にお問い合わせください。

シニア大学講座に学芸員を
派遣しました

令和3年11月12日（金）

付属園だより
付属園では、北アルプスなどに咲く高山植物の栽培展示をするとともに、調査研究を行っています。
ここでは、研究などで、わかった事柄についてご紹介いたします。

ミヤマクワガタ ― 高山帯の礫地に生える多年草。

Veronica schmidtiana senanensis

【花】　Flower

　花は茎の下の方から開花がはじまります。花糸と花柱は開花

後に伸びる傾向にあります（写真Ａ：同一の花で、左は午前 4

時ころの状態で、右は午前 7 時ころの状態）。一方、雌しべは開

花前に花内より突出する傾向にある（写真Ｂ）ことから、雌し

べのほうが先に熟している（雌性先熟）可能性があります。

　果実は蒴果と呼ばれ、平べったく熟すとがま口財布のように

上部が開いた状態となります。種子は風が蒴果のなかに吹き込

み対流することで外に飛び出るものと推測されます。種子は薄

く平べったく、長さが 1ｍｍよりも大きいです。

【果実】Fruit （Capsule） 【種子】Seed

【芽生え】Seeding

　葯はすべてにおいてではないです

が、裂ける直前に黄白色（【花】写真

Ａと上の写真は同じ花）からヒスイ

色へと変化することが多いです。　

　なぜこのようなことが起きるのか、

調べてみると面白いかもしれません。

　子葉は狭い卵形。本葉は一対が対生に現われ（十字対生）、浅

い切れ込みがあります。根は垂直に伸びるとともに側根も枝分

かれをしながら伸びます。根毛は所々に生えています。

【ふしぎ発見！】Find out

博物館での見ごろ：4月下旬～ 5月上旬

文：千葉　悟志（市立大町山岳博物館）

　　白井　伸和（白山高山植物園）
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　山岳博物館は、昨年創立70周年を

迎え、文化会館におきまして式典並

びに記念講演会を開催し、250人も

の方々にご参列・聴講いただきまし

た。記念講演会では、昭和45年日本

山岳会エベレスト登山隊の同志であ

る、大町市出身でエベレスト国内初

登頂者の平林克敏氏（元日本山岳会

副会長）と神﨑忠男氏（元日本山岳

協会会長）による登頂51年目の対談

が行われました。

　山岳博物館には、当時のエベレス

ト登山隊が使用した酸素マスクや酸

素ボンベ、ピッケルやアイゼンなど

の装備、松浦輝夫氏が持ち帰ったエ

ベレストの石など展示されています

ので見学にお越しください。

70周年記念式典・講演会を
振り返って

令和3年11月28日（日）

　市内の小学校が博物館を活用して

授業を行う、学校と博物館との連携

授業。今回は、大町南小学校３年生

の皆さん（２クラス・39名）に、社

会科の授業「わたしたちのまち みん

なのまち～市の様子～」のため博物

館へ来ていただきました。

　３階床面に貼られた大町の地図を

見ながら、自分たちが暮らす長野県

や大町市の特徴について学び、３階

から一望に広がる大町市街を見なが

ら、市街地や田畑はどこにあるか、

そこに街が造られるようになった理

由はなぜなのかなど、郷土の土地利

用について学びました。

学校との連携授業～
大町南小学校3年生社会科授業

令和3年11月19日（金）

　17名の参加者とともに、安曇野市

の御宝田遊水池において、バード

ウォッチングイベントを開催しまし

た。開催日の朝は濃霧が立ち込めて

おり、あたり一面真っ白でしたが、

後半にかけて霧も晴れて、じっくり

と野鳥を観察することができまし

た。

　2時間の観察時間の間に、コハク

チョウをはじめとする多くのカモ類

のほか、タヒバリやキセキレイな

ど、計23種類の野鳥と出会うことが

できました。

　身近な環境にも様々な野鳥が生息

していることを感じていただく機会

となったと思います。双眼鏡と図鑑

があればできますので、ぜひ始めて

みてはいかがでしょうか？

御宝田遊水池でバードウォッチ
ングのイベントを開催しました

令和3年12月11日（土）

　旧大町スキー場付近には、立山な

どの北アルプスの火山が噴火した時

に飛んできた、火山灰の地層がたまっ

ています。それは、今から約 50 ～

７万年前のことです。

　この授業では、６年生の皆さん（2

クラス・32 名）を対象として、野外

での地層観察と、室内での火山灰観

察を行いました。野外観察では、地

層が広い範囲に続いていることと、

それぞれの地層に特徴があることを

学びました。室内観察では、火山灰

から、マグマの中で結晶した鉱物を

取り出して、自分で名前を決める面

白さを体験してもらいました。

東小学校へ講師の派遣を
行いました

令和3年11月19日（金）

　令和3年の12月から実施してい

た、館内エレベーターの改修工事が

完了しました。工事の完了とともに

皆様をお迎えできるよう準備を進め

ておりましたが、新型コロナウイル

スの感染拡大に伴う休館期間の延長

により、それが叶いませんでした。

　休館期間の再延長により、お客様

の利用はまだですが、再開した際

は、ぜひ新しいエレベーターをご利

用ください。

博物館のエレベーターの改修
工事が完了しました

令和4年1月15日（土）

　感染状況にあわせて、休館期間

の更なる延長が発生する可能性が

あります。当館公式ＨＰにて情報

を発信しておりますので、ご来館

の前にご確認いただきますようお

願いいたします。
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〒398-0002　長野県大町市大町8056-1
TEL. 0261-22-0211 FAX. 0261-21-2133
　　E-mail:sanpaku@city.omachi.nagano.jp
URL:https://www.omachi-sanpaku.com
市立大町山岳博物館公式Webサイトは、大町山岳博物館
友の会の支援により博物館が運用しています。

「山と博物館」は自治会などを通じ全戸配布されるほか、市役所および関連施設で配置配布しています。また博物館公式Webからもご覧いただけます。

春 号
第 67 巻１号

博物館施設案内

はこちら

表紙の1枚  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1
 ・大町商店街に三俣山荘図書館が完成
さんぱく研究最前線 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２・３
 ・福島第一原発から12km地点での3.11津波を、
　堆積物から復元する 

◆市立大町山岳博物館は、月曜日と祝日の翌日が休館です。ただし、月曜日が祝日の場合は開館し、翌日休館となります。

◆開館時間は、午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）です。

◆毎月第３日曜日の「家庭の日」とその前日の土曜日は、「大町市民無料開放デー（長野県民割引）」として、大町市民の方は

観覧料が無料です。また、この日は長野県民の方も団体割引料金で観覧いただけます。今季の該当日は４月 16・17 日、

５月 14・15 日、６月 18・19 日です。この機会にぜひご来館ください。

◆次の方は通年、いつでも博物館を無料で観覧いただけます。《障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方1名／未就学児／
大町市内小・中学校に通う児童・生徒／大町市内在住の65才以上の方と高校生》

　このほかにも観覧料の各種割引があります。詳しくは受付窓口でお尋ねください。

企画展特集 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４・５
 ・「大きな水がめとしての北アルプス、そして水のまち大町」のみどころ
付属園だより ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６
 ・ミヤマクワガタ
博物館のひろば ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７
2022年度　博物館年間スケジュール ‥‥‥‥‥８

2022
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無  料
Free

常設展・企画展・関連イベント 講座・観察会・展示会など

3か月ごとに学芸員等による調査研究の成果「山の科学・研究トピックス」が
展示されます。地元に根差した調査研究の成果が主体ですので、新たな地域発見
につながるのではないでしょうか。

2022年度　博物館年間スケジュール

４月
（16・17）

５月
（14・15）

６月
（18・19）

７月
（16・17）

８月
（20・21）

９月
（17・18）

10月
（15・16）

11月
（19・20）

12月
（17・18）

月
（家庭の日）

さんぱく研究最前線
― 北アルプスの自然と人 ―

２　階
ホール

■付属園まつり
　5月1日（日）～ 5月５日（木・祝） 

　◆付属園クイズラリー（全日9：00 ～ 16：00）

　◆ライチョウガイド（全日9：00 ～ 16：00）

　◆動植物観察ツアー
　　（5月2日(月）・４日(水)11：00 ～、14：30 ～ )

　◆おおまぴょんと遊ぼう
　　（5月4日（水）11：30 ～、15：00 ～）

　◆動物写真展（開館時間中）　
　※参加無料・申込み不要

■大町自然探検隊（年８回）
　日時・会場：当館公式ＨＰにてご確認ください

　対象：どなたでも

　※参加無料・要事前申込み

■雪形ウォッチング
　北アルプス雪形まつり実行委員会主催

　日時：５月15日（日）、５月29日（日）

　　　　各日6：30 ～ 13：00

　内容：白馬村～安曇野市から見える雪形をバスで見学

　　　　します

　対象：どなたでも

　参加費：高校生以上500円

　※要事前申込み　TEL：0261-22-0190

■初心者のための野鳥撮影講座
　日時：5月21日（土）、６月４日（土）

　　　　9：00 ～ 11：00

　会場：高瀬川沿いの堤防

　対象：どなたでも（定員各10名）

　※参加無料・要事前申込み　　※要カメラ持参

■自然ふれあい講座
　「みんなで温暖化ウォッチ～セミの抜け殻を探せ！～」
　長野県環境保全研究所・山岳博物館共催事業

　日時：8月3日（水）　10：00 ～正午

　会場：大町公園・市立大町山岳博物館周辺

　対象：小学生とその保護者（定員20名）

　※参加無料・要事前申込み TEL：026-239-1031

■山のサイエンスカフェ inさんぱく2023
　協力：大町山岳博物館友の会

　日程：3月5日（日）・12日（日）

　時間：各回13：30 ～ 16：00

　会場：市立大町山岳博物館　講堂

　対象：大人（定員各回30名）

　※参加無料・要事前申込み

7月23日（土）～ 10月16日（日）

■ミュージアムガイド
　8月13日（土）、9月10日（土）
　時間：1回目10：30 ～、2回目14：30 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

■「仁科三湖の成り立ち」地学見学会
　9月4日（日）　　時間：9：00 ～ 16：00
　会場：仁科三湖周辺
　対象：高校生以上（定員15名）
　※参加費１組５００円・要事前申込み

■さんぱくゼミナール「青木湖が記録した気候変動」
　9月17日（土）　　時間：13：30 ～ 15：30
　会場：当館講堂
　対象：どなたでも（定員40名）
　※参加無料・要事前申込み

■親子地学教室「河原の石ころを見に行こう」
　9月25日（日）　　時間：9：00 ～ 11：30
　会場：篭川の河原
　対象：小学生とその保護者（定員20名）
　※参加費１組５００円・要事前申込み

企画展「仁科三湖の成り立ち」

10月22日（土）～ 12月25日（日）

■講演会「山書の魅力」
　10月23日（日）　　時間：13：30 ～ 15：00
　会場：当館講堂
　対象：どなたでも（定員40名）
　※参加無料・要事前申込み

■ミュージアムガイド
　11月6日（日）、12月4日（日）
　時間：1回目10：30 ～、2回目14：30 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

企画展「大きな水がめとしての北アルプス、
　　　　そして水のまち大町」

■友の会総会記念講演会
　「高山のお花畑が教えてくれる生き物と生き物の繋がり」
　日時：4月24日（日）　13：00 ～ 15：00

　講師：石井　博　氏（富山大学理工学研究部教授）

　会場：市立大町山岳博物館　講堂

　対象：大人（定員30名）

　※参加無料・要事前申込み

年間スケジュールは変更となることがあります。今後発行される「山と博物館」「広報おおまち」「山岳博物館ホームページ」などをご覧ください。

4月23日（土）～ 7月18日（月）

■ミュージアムガイド
　4月24日（日）、5月14日（土）、6月18日（土）
　時間：1回目10：30 ～、2回目14：30 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

■さんぱくゼミナール
　5月15日（日）「水のまち大町を探る」
　6月19日（日）「民話の語りの会」
　時間：13:30 ～ 15:00　　会場：当館講堂
　対象：どなたでも（定員各回３０名）
　※参加無料・要事前申込み

企画展「山書の世界」

1月4日（水）～ 3月31日（金）

■ミュージアムガイド
　2月19日（日）、3月19日（日）
　時間：14：00 ～
　会場：市立大町山岳博物館　特別展示室
　※入館者対象（通常の観覧料が必要です）・申込み不要

常設展「山と美術」

１月
（14・15）

２月
（18・19）

３月
（18・19）

　コロナ禍の生活を余儀なくされ、翻弄されてきたこの2

年間。一方で新型コロナ感染症が収束したら、今まででき

なかったこんなことに挑戦してみたい、あんなことを始め

てみたいと夢を膨らませている方もいることでしょう。こ

うした世界的な災禍の中、追い打ちをかけるように世界を

巻き込んだ戦火が勃発し、前途は暗澹とし、明るい展望が

描きづらくなっています。しかしこうした未曽有の時代を

駆け抜けているこうした時こそ、あらためて自由な行動や

表現が制限される世界とはどのようなものなのか、いまの

暮らしは先人によってどの様な苦労の末に築きあげてきた

ものか、更には平和や平穏を持続することがいかに困難を

伴うものであるか、歴史を振り返り想像する機会にしたい

と思います。

　そんな中、岳都大町にうれしいニュースが飛び込んでき

ました。大町市の本通りに、長野県・富山県・岐阜県の三

県にまたがる三俣蓮華岳の北東にある「三俣山荘」（伊藤

圭オーナー）が、登山文化の発展、街の活性化のために「三

俣山荘図書室」を開設し、登山愛好者の憩いの場となって

います。三俣山荘の初代オーナーであった伊藤正一さんが

記録した写真や使用したカメラも展示され、併せてミニシ

アターや喫茶も楽しめなど、北アルプス登山の歴史や情報

などを得られる場所として、山岳博物館とともに情報発信

の拠点となればと願っております。

　現在、コロナ禍の中にあって、山小屋の経営は厳しい状

況になっているのは、新聞報道等でご承知のことと思いま

す。北アルプスの登山文化の発展のためにこれまで大変な

努力を重ねてこられた山小屋の皆さんに敬意を表しつつ、

今後は更に連携を図り、北アルプスの魅力を一緒になって

情報発信をし、自然の美しさ、大切さ、そこに育った登山

文化や歴史などとともに、様々な課題や未来について、市

民の皆さまを始め全国にそして世界に向けて、お伝えして

いけたらと考えています。　（市立大町山岳博物館副館長）
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山小屋と連携し、北アルプスの魅力を発信


